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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期連結
累計期間

第46期
第１四半期連結
累計期間

第45期

会計期間

自2019年
　３月１日
至2019年
　５月31日

自2020年
　３月１日
至2020年
　５月31日

自2019年
　３月１日
至2020年
　２月29日

営業総収入 （千円） 6,398,873 5,005,032 25,370,179

経常損失（△） （千円） △52,801 △324,980 △219,447

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） 1,401,399 △346,898 △330,327

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,350,719 △363,997 △500,338

純資産額 （千円） 3,440,427 1,225,334 1,589,332

総資産額 （千円） 10,842,966 9,025,807 9,993,034

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期（当期）純損失

（△）

（円） 118.89 △29.43 △28.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.7 13.6 15.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業総収入には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第45期第１四半期連結累計期間については潜

在株式が存在しないため、第46期第１四半期連結累計期間及び第45期については１株当たり四半期（当期）

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウィルスの感染拡大に伴う外出自粛や緊急事態

宣言に伴う営業自粛要請、訪日外国人の激減などにより、経済活動は急激に悪化、雇用・所得環境に深刻な影響

をもたらしました。

ＣＶＳ業界におきましては、緊急事態宣言による在宅勤務や外出自粛の拡大が来店客数の大幅な減少に繋が

り、売上が大きく減少する結果となりました。

 

当社は社会的インフラとしての責任のもと、可能な限り営業を継続することが使命と考え、従業員はマスクや

フェイスガードの着用、除菌用アルコールやレジ前にビニールカーテンを設置し、感染防止に最大限の注意を払

いつつ、営業の継続に務めました。商品面においても少しでも多くの方に、需要の逼迫している衛生防疫用品が

届けられるよう新たな取引先や商品の確保に努め、供給してまいりました。

また、このような状況から人員の確保が困難であったり、店舗コスト負担を抑制するのを目的として、一部の

店舗でセルフレジを実験導入して、継続運営の一助としました。

 

しかしながら、レジャー施設やホテルの営業休止、大学の休校、外出自粛、テレワークなどにより、３月以降

休業を余儀なくされた店舗は89店舗、時短営業となった店舗が68店舗、合わせて全体店舗の３割強の店舗が影響

を受ける事態となりました。

住宅立地、ロードサイド立地店舗については、巣ごもり需要を反映し前年を上回る売上を上げる店舗もあった

ものの、厳しい経営環境となりました。

 

出閉店に関しましては、山口県萩市の日本海沖合45キロに位置する離島に出店した「ポプラ見島店」を含め４

店舗を出店、一方でコロナウィルス感染拡大による営業利益への影響を最小限に抑えるため、不採算直営店舗３

店を含む６店舗を閉店した結果、期末店舗数は471店舗（前年同期末：478店舗）となりました。

 

これらの結果、チェーン売上高8,628百万円（前年同期比26.6％減）、営業総収入5,005百万円（同21.8％

減）、営業損失343百万円（前年同期実績：営業損失91百万円）、経常損失324百万円（同：経常損失52百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失346百万円（同：親会社株主に帰属する四半期純利益1,401百万円）と

なりました。

 

当社グループ（当社及び連結子会社）の主要な売上高を示すと、次のとおりであります。

（卸売上）

フランチャイズ加盟店舗に対する卸売上高につきましては、新型コロナウィルスの感染拡大に伴う消費の低迷

などの影響により、1,279百万円（前年同期比29.5％減）となりました。

（小売売上）

小売売上高につきましては、新型コロナウィルスの感染拡大に伴う店舗の休業や営業時間短縮などの影響によ

り、2,684百万円（前年同期比21.4％減）となりました。

 

なお、当社グループは、コンビニエンスストア事業を単一の報告セグメントとしているため、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ポプラ(E03312)

四半期報告書

 3/15



(2）財政状態の状況

（流動資産）

前連結会計年度末に比較し当第１四半期連結会計期間末の流動資産は1,016百万円減少し5,079百万円（前連結

会計年度末比16.7％減）となりました。これは、主に現金及び預金が920百万円減少したことによるものであり

ます。

（固定資産）

前連結会計年度末に比較し当第１四半期連結会計期間末の固定資産は49百万円増加し3,946百万円（前連結会

計年度末比1.3％増）となりました。これは、主に無形固定資産が87百万円増加したことによるものでありま

す。

（流動負債）

前連結会計年度末に比較し当第１四半期連結会計期間末の流動負債は483百万円減少し4,530百万円（前連結会

計年度末比9.6％減）となりました。これは、主に仕入債務が583百万円減少したこと及び預り金が206百万円増

加したことによるものであります。

（固定負債）

前連結会計年度末に比較し当第１四半期連結会計期間末の固定負債は120百万円減少し3,270百万円（前連結会

計年度末比3.5％減）となりました。これは、主にその他の固定負債が84百万円減少したことによるものであり

ます。

（純資産）

前連結会計年度末に比較し当第１四半期連結会計期間末の純資産は363百万円減少し1,225百万円（前連結会計

年度末比22.9％減）となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失が346百万円であったこと及び

その他の包括利益累計額が17百万円減少したことによるものであります。

(3）事業上及び財政上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,160,072

計 36,160,072

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2020年５月31日）

提出日現在発行数（株）
(2020年７月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,787,822 11,787,822
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 11,787,822 11,787,822 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年３月１日～

2020年５月31日
－ 11,787,822 － 2,908,867 － 683,739

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2020年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 500

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,768,900 117,689 －

単元未満株式 普通株式 18,422 － －

発行済株式総数  11,787,822 － －

総株主の議決権  － 117,689 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

②【自己株式等】

    2020年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ポプラ

広島市安佐北区安佐

町大字久地665－１
500 － 500 0.00

計 － 500 － 500 0.00

 （注） 当第１四半期会計期間末の自己株式数は501株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,018,879 3,098,629

受取手形及び売掛金 137,963 107,144

商品及び製品 547,730 576,362

原材料及び貯蔵品 44,387 41,888

その他 1,359,578 1,272,926

貸倒引当金 △12,324 △17,240

流動資産合計 6,096,215 5,079,711

固定資産   

有形固定資産   

自社有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 142,084 138,731

土地 1,010,235 1,010,235

その他（純額） 26,135 26,630

自社有形固定資産合計 1,178,454 1,175,596

貸与有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 138,790 146,162

土地 571,707 571,707

その他（純額） 53,310 60,872

貸与有形固定資産合計 763,808 778,742

有形固定資産合計 1,942,263 1,954,339

無形固定資産 141,105 228,409

投資その他の資産   

投資有価証券 441,899 425,495

敷金及び保証金 1,302,689 1,278,621

その他 86,956 82,195

貸倒引当金 △18,095 △22,965

投資その他の資産合計 1,813,450 1,763,347

固定資産合計 3,896,819 3,946,096

資産合計 9,993,034 9,025,807
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,903,488 1,564,483

加盟店買掛金 1,031,256 786,961

預り金 637,879 844,517

未払法人税等 57,992 12,456

賞与引当金 30,140 5,753

その他 1,352,436 1,315,963

流動負債合計 5,013,193 4,530,135

固定負債   

退職給付に係る負債 510,857 504,777

資産除去債務 567,741 567,699

長期預り金 1,046,846 1,017,013

その他 1,265,063 1,180,846

固定負債合計 3,390,508 3,270,338

負債合計 8,403,702 7,800,473

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,908,867 2,908,867

資本剰余金 683,739 683,739

利益剰余金 △2,225,268 △2,572,167

自己株式 △281 △281

株主資本合計 1,367,057 1,020,158

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 126,634 116,386

退職給付に係る調整累計額 95,640 88,789

その他の包括利益累計額合計 222,274 205,175

純資産合計 1,589,332 1,225,334

負債純資産合計 9,993,034 9,025,807
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

営業総収入   

売上高 5,636,605 4,381,278

営業収入 762,267 623,753

営業総収入合計 6,398,873 5,005,032

売上原価 4,421,780 3,460,997

営業総利益 1,977,092 1,544,035

販売費及び一般管理費 2,068,817 1,887,943

営業損失（△） △91,724 △343,908

営業外収益   

受取利息 660 494

受取手数料 919 1,456

受取保険金 1,440 1,050

受取補填金 25,000 25,000

開発負担金収入 3,974 8,324

貸倒引当金戻入額 6,175 －

その他 10,256 3,707

営業外収益合計 48,427 40,032

営業外費用   

支払利息 5,459 10,834

持分法による投資損失 3,624 －

貸倒引当金繰入額 － 9,785

その他 420 483

営業外費用合計 9,504 21,104

経常損失（△） △52,801 △324,980

特別利益   

固定資産売却益 9,467 －

補償金・違約金 70,000 －

関係会社株式売却益 1,399,820 －

特別利益合計 1,479,287 －

特別損失   

固定資産除却損 46 72

減損損失 2,923 4,581

店舗閉鎖損失 9,257 5,620

その他 48 123

特別損失合計 12,276 10,397

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
1,414,209 △335,377

法人税、住民税及び事業税 11,370 10,763

法人税等調整額 1,439 757

法人税等合計 12,809 11,521

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,401,399 △346,898

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,401,399 △346,898
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,401,399 △346,898

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △48,867 △10,247

退職給付に係る調整額 △1,812 △6,851

その他の包括利益合計 △50,679 △17,099

四半期包括利益 1,350,719 △363,997

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,350,719 △363,997

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（四半期連結貸借対照表関係）

当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行なうため取引銀行９行と当座貸越契約を締結して

おります。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2020年２月29日）

当第１四半期連結会計期間

（2020年５月31日）

当座貸越極度額の総額 5,850,000千円 5,550,000千円

借入実行残高 － －

差引額 5,850,000 5,550,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年３月１日
至 2019年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年５月31日）

減価償却費 69,463千円 29,404千円
 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2019年３月１日　至2019年５月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2020年３月１日　至2020年５月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自2019年３月１日 至2019年５月31日）

当社グループは、「コンビニエンスストア事業」（付帯事業としての「食品製造卸事業」を含む）を主と

し、「ドラッグストア事業」「飲食事業」及び「保険代理店事業」を行っております。

「コンビニエンスストア事業」を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏

しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自2020年３月１日 至2020年５月31日）

当社グループは、「コンビニエンスストア事業」（付帯事業としての「食品製造卸事業」を含む）を主と

し、「ドラッグストア事業」「飲食事業」及び「保険代理店事業」を行っております。

「コンビニエンスストア事業」を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏

しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年５月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
118円89銭 △29円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
1,401,399 △346,898

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

1,401,399 △346,898

普通株式の期中平均株式数（株） 11,787,409 11,787,321

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第１四半期連結累計期間については潜在株式が存在しない

ため、当第１四半期連結累計期間については１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2020年７月９日

株式会社ポプラ    

 

 取　締　役　会 御　中 

 

 太陽有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大木　智博　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柳　　承煥　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ポプラ
の2020年３月１日から2021年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020年５月31
日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ポプラ及び連結子会社の2020年５月31日現在の財政状態及び
同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点
において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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